
 情報レポート 平成 29年 5月分  

（平成 29年 6月 9日集計） 

Ⅰ．概 況 

内閣府が 5 月 24 日に公表した月例経済報告で、「景気は、一部に改善の遅れもみら

れるが、緩やかな回復基調が続いている。先行きについては、雇用・所得環境の改善

が続くなかで、各種政策の効果もあって、緩やかに回復していくことが期待される。

ただし、海外経済の不確実性や金融資本市場の変動の影響に留意する必要がある。」と

している。 

一方県内中小企業では、業種によりばらつきがあるものの、GW 期間中の天気に恵ま

れた非製造業を中心に前年同月比の景況、売上のDI値が大幅に改善した。しかし、原

材料の値上げ・人手不足等の厳しい状況が続いており、先行きの見通しが立たないと

いう声も多く聴かれた。県内景況は引き続き、厳しい状況が続いている。 

 

Ⅱ．業種別状況等 

＜製造業＞ 

① 紙・紙加工品 

需要が多少伸びても、利益率は下がる方向にあり。抜本的な解決策を模索している。 

 

② 化学・ゴム 

先日開催されたイベントの来場者は、ほぼ前年並みであった。成約高等については

現在集計中。 

 

③ 鉄鋼・金属 

主力原材料の銅をはじめとする非鉄金属の相場が落ち着き、安定していることは好

材料と言えるが、受注に関しては明るい兆しはない。 

 

④ 一般機器 

組合員企業は先月と変わらず厳しい状況は変わりないものの、現状維持しているよ

うに見受けられる。これから少しずつ上向いて来るかもと期待したいところ。 

 

⑤ 輸送機器 

5 月の売上高は、前月比-3％、前年同月比+13％となった。産業用ガスタービンの受

注は伸びており、通期の増加傾向に変化はない見込み。建設機械業界の回復で組合員

の一部では業績の改善がみられる。 

 

⑥ その他 

 販売価格の値上げを通知しましたが、業況が悪い為か駆け込み注文がほとんどない

状況です。5月の連休以後、売上高が極端に減少しています。様々な要因が考えられま

すが、国内景況の悪化に加えて、海外への輸出についても陰りが見られるようです。 

 



＜非製造業＞ 

⑦ 卸売業 

残業時間を減らす努力をしていますが、なかなか思うように減らすことができませ

ん。メーカー・問屋・ユーザーの総合的努力が必要です。今後厳しい状況が続くもの

と予測しています。 

 

⑧ 小売業 

商品の動きが少しですが、良くなって来ました。ただ、最近特に感じることですが、

部品さえ調達できれば直すことが可能なのに 10 年過ぎたら、昔なら 15～20 年経って

も部品が入手できたメーカーも口を揃えて「部品入手不能」と返事をしてきます。 

 

⑨ 商店街 

5月の売上高は、前年の99％でした。前半は気温が上がり通行量が減少し、中旬よ

り気温も下がり、通行量も安定しました。5月は天候に悩まされました。これからも続

く異常気象対策とどんどん進む少子高齢化・人口の減少に歯止めをかける対策が必要

です。 

 

⑩ サービス業 

外国人の誘致が最大の課題です。少しずつですが増加傾向です。PR をしっかりとし

て、お客様を誘致するよう努力したい。 

 

⑪ 建設業 

工事の仕事は多いものの職人不足で、社長自らが現場に入ったり、走り回ったりし

て、何とか納期に間に合うようにしている状態が続いているようです。仕事は多いが、

利益の出る仕事は中々ないという状況のようです。依然として、3月に仕事が集中する

のは中々改善しないようです。 

 

⑫ その他 

年度替わりを終えた5月からしばらくは安定しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 景気動向（前年同月比）の推移 （ＤＩ図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【お問い合わせ先】 

兵庫県中小企業団体中央会  

担当：情報・総務部 情報支援課   

TEL: 078-331-2045 

 

【全国版の月次景況調査について】 

全国中小企業団体中央会が毎月20日頃に公表しています。 

詳細は下記URLをご覧ください。 

http://www.chuokai.or.jp/keizai.aspx 

http://www.chuokai.or.jp/keizai.aspx

